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 要 旨   
背景： 
少量から適量アルコール飲酒者では死亡率が低いことが報告されている。アルコール消

費量の頻度と総死亡について日本人において検討した。 
方法： 

1992 年から 1995 年までにベースライン調査が完了した男性 3444 名、女性 5490 名の合

わせて 8934 名の日本人の前向きコホート調査を行った。人口動態統計を用いて死因と死亡

日を確定した。Cox 比例ハザードモデルを用いてアルコール消費量と総死亡のリスクにつ

いて交絡要因を調整して解析した。 
結果： 

397名の男性と 240名の女性の合わせて 637 名の死亡を 12年間の平均追跡期間の間に確

認した。男性においては非飲酒者と比較して、相対リスクは過去飲酒者では高く(ハザード

比 1.18)、少量あるいは適量飲酒者(ハザード比 0.95 と 0.91)では低く、大量飲酒者では

有意に高かった(ハザード比 1.67、 95%信頼区間 1.10-2.55)。女性においては少量、適

量、多量飲酒者は現在飲酒者に分類した。相対リスクは現在飲酒者でわずかに高かった(ハ
ザード比 1.23)が過去飲酒者ではハザード比はほとんど１に近かった(ハザード比 0.97)。
層別解析では大量飲酒者は、男性の喫煙者と若い男性でその危険度が高かった。頻度につ

いては飲酒量にかかわらず、機会飲酒が最も死亡リスクが高かった(ハザード比 1.28)。 
結論： 
男性ではアルコール消費と死亡率は J カーブを示した。アルコール消費の量及び頻度は

ともに総死亡率と関連を示した。 

 




